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LA類 格 助 詞 、 と く にLA格 助 詞 とDU格 助 詞 の 文 法 機 能 に つ い て

高 橋 慶 治

は じめ に

 チ ベ ッ ト語 の 格 助 詞 に つ い て は 、 能 格 現 象 に 対 す る 興 味 か らGIS格 助 詞 を 研 究 す

る こ と が 多 い 。 し か し 、 筆 者 は 、 こ の 現 象 の 理 解 に は 他 の 格 助 詞 に つ い て も 研 究 が

必 要 で あ る と の 立 場 か ら 高 橋(1989a,b)を ま と め た 。 そ の 後 、 Tournadre(1994)が

独 自 にTrajectory Modelを 立 て 、 LA格 助 詞 に つ い て 高 橋(1989a,b)よ り 明 確 な モ

デ ル を 提 示 した 。 しか し 、 チ ベ ッ ト語 の 文 法 現 象 の 解 明 に と っ て は 、 格 助 詞 の 中 で

も と く にLA格 助 詞 の 文 法 機 能 に つ い て(さ らにLA類 格 助 詞 に つ い て も)い っ そ う の

研 究 が 必 要 で あ る 。

 な お 、 一 般 言 語 学 的 に 近 年 厂与 格 」 に 注 目す る 向 き が 増 え て い る よ う に 思 わ れ る。

そ の よ う な 状 況 の 中 で 、 チ ベ ッ ト語 の 与 格 に 関 わ る 助 詞 を 記 述 し て お く こ と は 価 値

が あ る も の と考 え る 。

 さ て 、 高 橋(1989a)で は 、 他 の 格 助 詞 と の 関 連 で 、 と く に 意 味 の 面 を 重 視 し て 観

察 し 、LA格 助 詞 は 移 動 や 変 化 の 到 達 点 を 表 す 助 詞 で あ る と述 べ た 。 しか し 、 意 味 的

に 規 定 す る だ け で はLA格 助 詞 の す べ て を 記 述 した こ と に は な らず 、 文 法 的 な 機 能 に

つ い て の 記 述 は 不 足 し て い た 。 ま た 、LA格 助 詞 は 、 伝 統 文 法 に お い てIa-don rLA

類 格 助 詞 」 と 呼 ば れ る 格 助 詞 の グ ル ー プ に 含 め ら れ て い る よ うに 、 似 た 意 味 を 持 っ

格 助 詞 が 他 に も あ り(DU格 助 詞 、 NA格 助 詞)、 そ の 違 い を 明 確 に す る必 要 が あ る 。

チ ベ ッ ト語 の 伝 統 文 法 で は 、LA類 格 助 詞 が 第2格 、 第4格 、 第7格 で 用 い ら れ る と

し て い る 。 そ れ ぞ れ 、 与 格 、 受 益 者 格 、 位 置 格 に あ た る。 し か し 、 格 桑(1987)が 指

摘 し て い る よ う なLA類 格 助 詞 の 細 か い 使 い 分 け に つ い て は 、 一 般 に 記 述 さ れ て い な

い 。

 上 で 述 べ た よ う に 、 本 稿 に お い て はLA格 助 詞 を 考 察 の 対 象 と し 、 LA格 助 詞 の 意 味

機 能 と文 法 機 能 に つ い て 考 え 、 あ わ せ て 、LA格 助 詞 と 同 じ く LA類 格 助 詞 に 分 類 さ

れ るDU格 助 詞 の 分 布 を 観 奈 す るI。

第1節 で は 、 統 語 的 な 位 置(主 語 、 目的 語 の 位 置)に 現 れ る 項 を 標 示 す るLA格 助

* 本 稿 は
、 高 橋(1995)第4章 を加 筆 修 正 した もの で あ る 。 本 稿 は 、1996年 度 文 部 省 科 学

研 究 費 補 助 金 奨 励 研 究(A)「 現 代 チ ベ ッ ト語 諸 方 言 の 記 述 的 研 究 ― と くに 基 礎 的 デ ー タ の

収 集 と分 析 一 」 (課 題 番 号08710359、 代 表 者 高 橋 慶 治)の 成 果 の ー 部 で あ る。

王 た だ し
、 本 稿 で はNA格 助 詞 は対 象 と しな い。
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詞 を 観 察 す る 。 こ の 位 置 に 現 れ る 名 詞 に 対 し てDU格 助 詞 は 付 加 で き な い 。 第2節

で は 、 奪 格 的 な ニ ュ ア ン ス のLA格 助 詞 の 例 を あ げ 、 第3節 で 使 役 文 に 用 い ら れ るLA

類 格 助 詞 を 見 る 。

1.LA格 助 詞2とDU格 助 詞3の 分 布

 筆 者 は 、 高 橋(1989a)でLA格 助 詞 を 中 心 と し て チ ベ ッ ト語 の 格 助 詞 を 記 述 し た が 、

DU格 助 詞 に つ い て は 触 れ な か つ た 。 しか し 、 格 桑(1987)の 記 述 を 見 れ ば 、 LA格 助 詞

とDU格 助 詞 の 分 布 は 明 ら か に 異 な っ て い る 。 本 節 に お い て は 、 こ の 点 に つ い て 確 認

し 、 考 察 を 加 え た い4。

 LA格 助 詞 とDU格 助 詞 の 分 布 が 異 な る 統 語 的 な 位 置 と し て は 、 与 格 主 語(所 有 構 文

を 含 む)、 与 格 目 的 語(感 情 動 詞 構 文5を 含 む)が あ る 。 い ず れ も 、LA格 助 詞 は 使

え る がDU格 助 詞 は 使 え な い 。 逆 に 、 DU格 助 詞 が 使 え てLA格 助 詞 が 使 え な い も の と し

て は 、 形 容 詞 語 根 に 付 加 さ れ 状 態 変 化 を 表 す 場 合 な ど が あ る6。

1.1 「与 格 主 語 」7

 広 い 意 味 で の 与 格 主 語 構 文 に は 、 所 有 を 表 す も の と 「獲 得 」 を 表 す も の が あ る。

2LA格 助 詞 は付 加 さ れ る名 詞 の 末 尾 の い か ん に か か わ らずlaを 用 い る こ とが で き る
。

た だ し、 末 尾 字 が な い か ―'の 場 合 は末 尾 字 と して ―rが 付 加 され る。 な お 、本 稿 で は

NA格 助 詞 を扱 わ な い 。 NA格 助 詞 は、 LA格 助 詞 と同 様 名 詞 の 末 尾 の い か ん に か か わ らずna

が 付 加 され 、 異 形 態 は な い 。

3 DU格 助 詞 は前 接 す る名 詞 の末 尾 字 に よ
つ て 異形 態 を も つ。 そ の 形 式 は 次 の とお り :

末 尾 字         DU格 助 詞

一ng
, -d, -n, -m, -r, -1: du

-g
, -b, da-drag:        tu

-S:                     Sll

- , mtha'-med:         ru

4本 節 の 議 論 の ヒン トは 格 桑(1987)の 記 述 に よ る とこ ろ が 大 き い
。

5 こ れ ら の 構 文 の 名 称 は
、 必 ず し も一 般 に認 め られ た も の とい うわ け で は な い 。 説 明 の

便 宜 の た め に仮 に こ の よ うに名 付 け るだ け で あ る。

6 こ の 種 のDU格 助 詞 につ い て は3
.3節 で 触 れ る。 な お 、 DU格 助 詞 が よ り頻 繁 に 用 い られ

る例 と してcoed du「 ～ の た めに 」 な どの 副詞 句 を 形 成 す る語 句 が あ るが 、 比 較 的 固 定 し

て し ま って い る の で本 稿 で は扱 わ ない 。

7本 稿 で は
、2項 動 詞 が 用 い られ た 文 で 通 常 の語 順 で左 側 に あ る 項 を 「主 語 」 と呼 ぶ こ

と にす る。 ま た、 右 側 に あ る項 を 「目的 語 」 と呼 ぶ こ とに な る。
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以 下 で は 、 前 者 を 所 有 構 文 、 後 者 を(狭 義 の)与 格 主 語 構 文 と 呼 ぶ こ と に す る 。

 広 義 の 与 格 主 語 構 文 は 、 基 本 的 に は 次 の 構 造 を 持 つ 。

(1)N1-LAN2V8

 所 有 構 文 で は(1)のVと し て 存 在 動 詞 が 用 い ら れ 、 狭 義 の 与 格 主 語 構 文 で は 「獲i

得 」 を 表 す 無 意 志 動 詞 が 用 い ら れ る。 両 者 の 構 造 は 一 見 同 等 で あ る が 、 狭 義 の 与

格 主 語 構 文 で は 、 与 格 主 語 が1人 称 で 、 か つ 動 詞 が 完 了 の と き に は 助 動 詞 と し て

byungを 使 う の に 対 し て 、 所 有 構 文 で はbyungを 使 う こ と は で き な い9。 意 味 的

に は 、 与 格 主 語 構 文 で は 受 け 手 に 向 か っ て 物 の 移 動 が あ る の に 対 し(た と え ば 、 例

(8))、 所 有 構 文 で はLA格 名 詞 は 存 在 者(所 有 物)の 静 止 位 置 を 表 し て い る(た と

え ば 、 例(5))と 言 え る 。

 最 初 に 、LA格 助 詞 が 位 置 や 方 向 を 表 す 例 と して 、 た と え ば 、 動 詞 与08「 置 く 」

や gro「 行 く 」 が 取 るLA格 名 詞 を 見 て お く.次 の(2)(3)で は 、 LA格 助 詞 は 位 置 や

方 向 を 表 し て い る だ け な の で 、DU格 助 詞 に 置 き換 え る こ と が 可 能 で あ る。

(2) tikra-shis kyis deb cog-tse'i sgang la;du bzhag  song/

〈人 名 〉― GIS 本 机 ―GI  上  LA/DU置 い たAuxV

・ タ シ は 本 を 机 の 上 に お い た

(3) bde‐skyid las‐khungs la/su phyin  song;

〈人 名 〉  事 務 所   LA/DU行 っ たAuxV

・デ キ ー は 事 務 所 に 行 っ た

こ こ で は 、LA格 助 詞 の 代 わ り にDU格 助 詞 を 使 っ て も意 味 は 変 わ ら な い 。 す な わ ち 、

(8)で 見 る 与 格 主 語 構 文 と は 異 な っ て 、(2)(3)で はLA格 助 詞 が 「位 置 や 方 向 を 表

す 」 とい う意 味 的 な 機 能 に お い て 用 い られ て い る。 こ の よ うな 構 文 は 、 こ こ で は 与

格 構 文 と し て 扱 わ な い 。

e略 号 表
:Adj形 容 詞 、 AuxV助 動 詞 、 CONJ接 続 詞 、 DU DU格 助 詞 、 GI GI格 助 詞 、 GIS G

IS格 助 詞 、 h敬 語 形 、 IMP命 令 形 、 LA LA格 助 詞 、 N名 詞 、 NAS NAS格 助 詞 、 NEG否 定 辞 、

NML名 詞 化 接 辞 、 PART不 変 化 詞 、 PL複 数 接 辞 、 QT引 用 標 識 、 SF�1﨑ｶ 末 標 識 、 TOP話 題

化 助 詞 、V動 詞 、 VE存 在 動 詞 、 VI同 定 動 詞 、 Vin無 意 志 的 自 動 詞

9高 橋(1995)第5章1
.3.2節 参 照
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1.1.1 所 有 構 文

ま ず 、 所 有 構 文 に つ い て 、 形 式 的 に 類 似 した 存 在 構 文 と 対 比 し な が ら観 察 す る。

両 者 の 構 造 は 、 次 の よ う に 、 存 在 位 置(所 有 構 文 で は 所 有 者)を 表 すLA格 名 詞 と

存 在 者(所 有 構 文 で は 所 有 物)を 表す 絶 対 格 名 詞 が存 在 動詞 と と もに用 い られ る。

(4) N1―LA N2 VE

所 有 構 文 と存 在 構 文 は 、 表 面 的 に は と も にN、 が 表 す 位 置 にN、 が 存 在 す る こ と を

表 して い る 。 しか し、 両 者 は 異 な る 構 造 を も っ と考 え る べ き で あ る 。

 ま ず 、 語 順 が 異 な る 。(5)が 所 有 構 文 、(6)が 存 在 構 文 の 例 で あ る 。 基 本 的 な 語 順

は 、 所 有 構 文 で は 存 在 の 位 置 す な わ ち 所 有 者(LA格 名 詞)が 文 頭 に 立 つ こ と が 多 い 。

存 在 構 文 で は 存 在 者 が 文 頭 に 立 つ こ と が 多 い 。

(5)a. ngar  dngul mang‐po yod/

  私 ―LAお 金 多 い  VE

・ 私 に は お 金 が た く さ ん あ る

b. bkra-shis la bu-mo gnyis yod・pa red/

 <人 名>  LA少 女 2  VE

・タ シ に は 娘 が 二 人 い る

(6)a. bsod-nams khang-pa'i Hang la 'dug/

  〈人 名 〉  家 ―GI   中  LA VE

・ ソ ナ ム は 家 の 中 に い る

b. deb de   cog-tse'i sgang la 'dug/

 本 そ れ 机 ―GI  上  LA VE

・そ の 本 は 机 の 上 に あ る

 た だ し 、 語 順 だ け で は 両 者 が 異 な っ て い る と は 言 え な い 。 チ ベ ッ ト語 は 語 順 が 比

較 的 自 由 で あ る か ら そ れ ぞ れ の 語 順 が こ の よ うに 固 定 さ れ て い る わ け で は な く 、 両

者 を 存 在 を 表 す 構 文 と し て 一 つ に 扱 う見 方 が あ り え よ う。 し か し、 チ ベ ソ ト語 で は 、

空 間 的 な 位 置 を 表 す 場 合 に は 場 所 名 詞 を 使 わ な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 両 者 の 構

文 は 、LA格 名 詞 が 語 彙 的 に 異 な っ て い る。 し た が っ て 、

(7) nga'i rtsa la deb yod;

  私 ―GI所 LA本VE

―22一



・私 の 所 に 本 が あ る

と 言 え ば 存 在 構 文 と な り 、 こ れ は 所 有 を 表 さ な い 。 文 脈 に よ っ て は 所 有 を 表 す 可 能

性 も あ る が 、 そ れ は 文 脈 か ら の 推 測 に す ぎ な い 且。。

 さ ら に 、 以 上 の 違 い を 反 映 し て い る と考 え られ る 両 者 の 大 き な 違 い は 、LA格 助 詞

の 異 な る 用 法 に か か わ っ て い る 。 格 桑(1987)に よ れ ば 、 存 在 構 文 に お い て はLA類

格 助 詞 に 含 ま れ る す べ て の 助 詞(LA格 助 詞 、 DU格 助 詞 、 NA格 助 詞)を 用 い る こ と が

で き る の に 対 し 、 所 有 構 文 で は 所 有 者 を 表 す 名 詞 に はLA格 助 詞 の み が 用 い ら れ 、

他 のLA類 格 助 詞 は 用 い られ な い 。 次 の 例 を 見 ら れ た い 。

(5')a. *nga ru dttgul mang-po yod/

   私 DUお 金 多 い  VE

b. *bkra-shis su bu-mo gnyis yod°pa red/

  〈人 名>  DU少 女 2  VE

(6')a. bsod-nams khang-pa'i nang du 'dug;

   〈人 名 〉  家 ―GI   中  DU VE

・ ソ ナ ム は 家 の 中 に い る

b. deb de   cog‐tse'i sgang du 'dug/

 本 そ れ 机 ―GI  上  DU VE

・そ の 本 は 机 の 上 に あ る

(5')の 所 有 構 文 は 、(5)と 異 な りDU格 助 詞 を 使 う こ と に よ っ て 不 適 格 に な っ て い る 。

そ れ に 対 し 、(6')は(6)の 存 在 構 文 と 同 じで あ っ て 、LA格 助 詞 とDU格 助 詞 に 意 味 上

の 差 異 は な い 。

1.1.2 与 格 主 語 構 文

 次 に 、 狭 義 の 与 格 主 語 構 文 に つ い て 見 て み よ う 。 格 桑(1987)は 、 「獲 得 」 を 表 す

動 詞 に つ い て も所 有 構 文 と 同 様 に 、 獲 得 者 を 表 すLA格 助 詞 の 代 わ りにDU格 助 詞 を

用 い る こ と は で き な い こ と を 指 摘 し て い るC

(8)a. bkra-shis la/*su phogs thob song;

  〈人 名>  LA/DU 給 料 得 るAuxV

10 た と え ば
、nga'irtsalakhonggi deb vod/

・私 の所 に彼 の本 が あ る
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 ・ タ シ は 給 料 を 得 た

b. tikra-shis la/*su deb rnyed    song/

 〈人 名>  LA/DU 本 見 つ け たAuxV

・タ シ は 本 を 見 つ け た

(8)のLA格 助 詞 は 、 phogs「 給 料 」 やdeb「 本 」 がbkra―shis「 タ シ 」 に 向 か う 運

動 の 到 達 点 を 表 し て お り、 与 格 主 語 構 文 は は つ き り と方 向 性 を 表 し て い る。 し か し、

方 向 性 を 表 し て い る だ け で あ れ ばDU格 助 詞 を使 っ て も 問 題 は な い は ず で あ る の に 、

与 格 主 語 構 文 で はDU格 助 詞(上 の 例 で は 異 形 態 で あ る su)を 用 い る と容 認 さ れ な

い 。 す な わ ち 、LA格 助 詞 は 文 法 的 な 機 能 を 担 う がDU格 助 詞 は 文 法 的 な 機 能 を 担 わ

な い と 考 え られ る 。

 (8)の よ う な 「与 格 主 語 」 を 取 る 動 詞 に つ い て は 、 従 来 、 受 け 手 を 表 す 名 詞 句 が

LA格 助 詞 を 取 っ て 「主 語 の 位 置 」 に あ る と漠 然 と 考 え ら れ て き た が 、 こ のLA格 名 詞

の 項 が 「主 語 の 位 置 」 を 占 め て い る と い う こ と は 形 式 的 な 研 究 に 基 づ い て 明 ら か に

さ れ て い る わ け で は な い 。 し か し 、 こ こ ま で 見 て き た よ う に 、LA格 助 詞 がLA類 格

助 詞 と 呼 ば れ る 格 助 詞 グ ル ー プ に 含 ま れ な が ら 、 こ の 位 置 で 他 のLA類 格 助 詞 を 使

え な い 点 か ら し て 、LA格 助 詞 に は 他 の 格 助 詞 と は 異 な っ た 機 能 が あ る と 考 え られ る 。

そ れ は 、 主 語 名 詞 と 結 び っ く 機 能 で あ る 。1.1.1節 で 見 た 所 有 構 文 のLA格 助 詞 に つ

い て も 同 様 の こ と が 言 え よ う。

1.2 「与 格 目 的 語 」

 次 に 、LA格 名 詞 が 「目 的 語 」 の 機 能 を 果 た し て い る 構 文 を 観 察 す る。 LA格 は 移 動

の 到 達 点 で あ る か ら 基 本 的 に は 与 格 を 表 す11。 こ の 揚 合 も 、1.1節 で 見 た 「与 格 主

語 」 の 場 合 と 同 様 にDU格 助 詞 な ど と は 交 替…で き な い 。 次 の(9)は 、 LA格 名 詞 が 受 け

手 、 絶 対 格 名 詞 が 被 動 者 に な っ て い る 。(10)は 複 合 動 詞 の 目 的 語 がLA格 助 詞 を 取 っ

て い る例 で あ る 。

(9)a. bkra-shis kyis bsod-nams la/*su skad-cha bshad  song/

   〈人 名>  GIS 〈人 名>  LA/DU 話 ―φ  話 し たAuxV

・タ シ は ソナ ム に 話 を し た

11格 桑(1987)は
、 与 格 目的 語 を 「対 象 賓 語 」 と名 付 け 、 間 接 目的 語 お よ び感 情 動 詞 の感

情 の 対 象 を表 す と して い る。 これ に はlaと 一rの み が 用 い られ る と記 述 して あ る が 、 あ

との 記 述 で は す べ て 「1a類 格 助詞 」 と して 言及 し てい る。
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b. tikra-shis kyis bu-mo chung-chung la;*du smyu-gu sprad  song/

〈人 名>  GIS 少 女 小 さ い   LA//DU ペ ン ーφ 与 え たAuxV

・ タ シ は 少 女 に ペ ン を 与 え た

(10)a. zhi-mi des     dkar-yol lai*du lce-ldag btang  song;

   猫   そ れ ―GIS茶 碗   LA//DU 舌 舐 め  送 っ たAuxV

・ そ の 猫 は 茶 碗 を な め た

b. bkra-shis kyis bsod-narrs la/*su togs byas    song/

 〈人 名>  GIS 〈人 名>  LA/DU 助 けVBL(pf)AuxV

・ タ シ は ソ ナ ム を 助 け た

 さ ら に 、Ita「 見 る 」 や ■rten「 頼 る 」 と い う動 詞 に つ い て も そ の 行 為 の 対 象 や 目

標 と して 取 る 名 詞 のLA格 助 詞 をDU格 助 詞 に 置 き 換 え る こ と は で き な い 。

(11) tikra-skis kyis me-tog !a/*tu bltas song/

〈人 名> GIS花 LA/DU見 たAuxV

・ タ シ は 花 を 見 た

(12) tikra-shis kyis rtsig-pa la,'*ru brten  song/

〈人 名>  GIS 壁    LA/DU 依 っ たAuxV

・ タ シ は 壁 に 寄 り掛 か っ た

高 橋(!989a)で は 、 目的 語 が 絶 対 格 に な る 場 合 とLA格 に な る 場 合 を 比 較 し て 、 絶 対

格 に な る 場 合 は 目 的 語 が 表 す 実 体 そ の も の が 移 動 ・変 化 す る こ と を 表 し、LA格 に な

る 場 合 は 移 動 や 変 化 の 到 達 点 を 意 味 す る こ と を 示 し た 。 さ ら に 、(9)～(12)の 例 か

ら は 目 的 語 を 表 すLA格 助 詞 が 、 同 様 の 意 味 を 持 つ 他 のLA類 格 助 詞 に 置 き 換 え ら れ

な い こ とが わ か る 。 そ れ は 、 与 格 主 語 の 場 合 と 同 様 、LA格 助 詞 に は 意 味 的 な 機 能 以

外 に 文 法 的 な 機 能 が あ る こ と を 示 して い る 。

 こ の よ う に 見 て く る と 、 同 じ くLA格 名 詞 を 取 る 動 詞 で あ つ て も 、 目 的 語 に な つ て

い る も の と 場 所 や 到 達 点 だ け を 表 して い る も の と で は 、 そ れ ぞ れ のLA格 名 詞 の 文 法

上 の 機 能 が 実 際 に は 異 な っ て い る と考 え る こ と が で き る 。DU格 助 詞 を 使 う こ と が で

き な い 例 で は 、LA格 名 詞 が 動 詞 の 目的 語 つ ま り必 須 項 に な っ て い る こ と が わ か る。

1.3 感 情 動 詞

 最 後 に 、 感 情 を 表 す 動 詞 が 取 るLA格 名 詞 に つ い て 考 え て み よ う 。 感 情 動 詞 に お い
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て 感 情 の 対 象 を 表 すLA格 助 詞 もDU格 助 詞 と 置 き 換 え る こ と が で き な い 。

(13)a. bkra-shis bsod-nams la zhed-gyis;

   〈人 名 〉  〈人 名>  LA恐 い ―AuxV

・ タ シ は ソ ナ ム を 恐 が っ て い る

b。*bkra-shis bsod-na皿s su zhed―gyis/

 〈人 名 〉  <人 名>  DU恐 い 一AuxV

 感 情 動 詞 は 自 動 詞 と 同 様 主 語(感 情 の 主 体)が 絶 対 格 に な る 。 し か し 、(3)で 見

た よ う に 、 gro「 行 く」 の よ う な 自動 詞 の 場 合 、 到 達 点 を 表 すLA格 助 詞 がDU格 助

詞 と交 替 で き る の に 対 し 、 感 情 動 詞 で は そ れ が 許 さ れ な い 。 こ の こ とか ら 、 感 情 動

詞 で は2項(感 情 の 主 体 と対 象)を 必 要 と し て い る と考 え る べ き で あ る 且2。

ま た 、 感 情 を 表 す 動 詞 の う ち 、dga'-Poは 項 の 数 に よ っ て 意 味 が 異 な る13。

(14)a. bkra-shis bde-skyid la dga'-po 'dug/

   〈人 名 〉  〈人 名>  LA好 き だ VE

・ タ シ は デ キ―一 が 好 き だ

b. bkra-sh﨎 dga'-po 'dug/

 〈人 名 〉 嬉 しい VE

・タ シ は 喜 ん で い る

こ の こ と も 、 感 情 動 詞 が 感 情 の 対 象 を 取 る場 合 に は2項 動 詞 に な っ て い る こ と を 示

L2 筆 者 は
、 こ の よ う な 動 詞 群 のLA格 助 詞 に つ い て 「対 格 助 詞objectiveで は な い 。 」

と 述 べ た こ と が あ る(高 橋[1992c:356,註20])。 そ こ で は 、 こ れ ら の 動 詞 を 「絶 対 自 動

詞 」 (=無 対 自 動 詞)と し て 扱 っ た が 、 「感 情 を 表 す 動 詞 が 絶 対 自 動 詞 で あ る と 言 え る か

ど う か に は(中 略)疑 問 が 残 る 。 」 (同 上)と し た 。 そ れ は 、 感 情 の 対 象 が 目 的 語 と し て

扱 え る か ど う か を 判 断 で き な か っ た か ら で あ る 。LA格 助 詞 は 明 ら か に 対 格 助 詞 で な く 、 意

味 的 に は 感 情 の 向 か う 方 向 を 表 し て い る が 、 感 情 動 詞 は 感 情 の 対 象 を 表 す 名 詞 句 を 取 ら な

け れ ば な ら な い の で2項 動 詞 と 考 え る べ き で あ る 。Tournadre(1991)も 動 詞 に 自 動 詞 と 他

動 詞 の 対 立 が あ る と 言 う こ と を 避 け て 、 動 詞 の 分 類 と し て は1項 動 詞one―placepredicate、

2項 動 詞two-place predicateな ど の よ う に し 、 感 情 を 表 す 動 詞 群 も2項 動 詞 に 分 類 し

て い る 。

18d
ga'-poは 形 容 詞 に 分 類 さ れ る が 、 こ こ で は チ ベ ッ ト語 の 形 容 詞 は 動 詞 と と も に 動 詞

類 と 言 え る グ ル ー プ を な し て い る と い う 考 え か ら 動 詞 と し て 扱 う 。
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し て い る 。

 こ れ は 、 所 有 構 文 、 存 在 構 文 と も 関 連 す る。 上 で 見 た よ うに 、 存 在 位 置 を 表 すLA

格 助 詞 がDU格 助 詞 と交 替 で き る の に 対 し 、 所 有 者 を 表 すLA格 助 詞 で は そ れ は 許 さ れ

な い 。 した が っ て 、 存 在 を 表 す 助 動 詞 が1項 動 詞 で あ る の に 対 し 、 所 有 を 表 す 場 合

に は2項 を 必 要 とす る 動 詞 に な っ て い る と考 え られ る 。

 チ ベ ッ ト語 に お い て は 他 動 詞 は 能 格 構 文 を 取 る は ず で あ る が 、1.1節 の 与 格 主 語

構 文 と こ の 感 情 動 詞 構 文 で は そ う は な ら な い 。 与 格 主 語 構 文 に つ い て は 、 主 語 を

格 助 詞 で 標 示 し 目 的 語 を 絶 対 格 に す る 点 で 形 式 的 に は 擬 似 的 な 能 格 構 文 と言 え る 。

GIS格 助 詞 を 取 らずLA格 助 詞 を 取 る こ と に は や は り意 味 的 な 基 準 が 働 い て い る と 思

わ れ る。 感 情 動 詞 に つ い て 見 る と 、 そ れ は2項 動 詞 で あ る が 、 主 語 を 絶 対 格 に し 、

目 的 語 をLA格 助 詞 で 格 標 示 す る 点 で チ ベ ッ ト語 の 典 型 的 な 他 動 詞 と は 言 え な い 。2

項 を 必 要 と す る 点 で は 、 典 型 的 な 自動 詞 と も 言 え な い 。 行 為 性 が 低 く状 態 性 が 高 い

の で 、 主 語 が 絶 対 格 で 表 さ れ る と 考 え られ る'4。 与 格 主 語 構 文 に し ろ 感 情 動 詞 構 文

に し ろ 、2項 を 必 要 と して い な が ら主 語 名 詞 がG工S格 助 詞 を 取 ら な い 点 は 、 チ ベ ッ

ト語 の 能 格 性 が 動 詞 の 意 味 に 基 づ く格 標 示 で あ る こ と を 示 唆 す るf5。

1.4 ま と め

 以 上 の 観'察 か ら 、LA格 助 詞 の み が 許 さ れ る場 合 は 明 ら か に 統 語 的 な 位 置 に 関 係 し

て い る と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、LA格 助 詞 は 与 格 主 語 や 与 格 目的 語 の 位 置 で 現 れ る

こ と が で き る が 、DU格 助 詞 は そ の よ うな 文 法 項 を 表 す こ とが で き な い 。 し た が っ て 、

DU格 助 詞 が 意 味 機 能 を 中 心 と し て 場 所 格 を 表 す の に 対 し、 LA格 助 詞 は 場 所 を 表 す と

同 時 に 与 格 と い う 文 法 機 能 を 含 ん だ 格 を 表 す とい う二 つ の 用 法 を 持 っ て い る と 言 え

る 。

 な お 、 本 節 で の こ れ ま で の 観 察 に 関 連 す る 事 実 と し て 、 名 詞 化 接 辞 磁 加 〃 が 広

義 の 与 格 主 語 構 文 を 形 成 す る 動 詞 に 付 加 され た場 合 に 、 動 詞 の 項 の 中 で 対 応 す る 項

がLA格 名 詞 で あ る と い う点 が あ げ られ る。 こ の 点 は 高 橋(!995)の 第5章 で 詳 し く観

察 し て い る 。

DU格 助 詞 だ けが 許 され る例 に つ い て は 、使 役 構 文 を観 察 す る 際 に 触 れ る(第3

14 動 詞 化 詞 を使 い行 為 性 を 高 め る と
、 感 情 の 主 体 が行 為 者 とな っ てGIS格 助 詞 を取 る こ

とが で き る。 高 橋(1992c;356)を 参 照 の こ と。

IS な お
、 主 語 を 絶 対 格 と し 目的 語 に 特別 な 格 形 式 を与 え る感 情 動 詞 構 文 は反 能格anti―

ergativeで あ る と も考 え る こ とが で き る が 、反 能格 が ど の よ うな構 造 を 持 っ か が 一 般 的

に 明 確 に され て い な い の で チ ベ ッ ト語 の感 情 動詞 構 文 が反 能 格 で あ る か ど うか に つ い て は

保 留 して お く。
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節)。 な お 、 本 節 で は 、NA格 助 詞 に つ い て は 触 れ な か っ た が 、 場 所 を 表 す 場 合 以 外

は い ず れ の 例 に お い て も許 さ れ な い 。

 実 際 の と こ ろDU格 助 詞 やNA格 助 詞 が 現 れ る の は 多 く の 場 合 文 語 な の で 、 現 代 口

語 で は 適 切 な 判 断 は で き に くい 。 格 桑(1987)が 文 語 に つ い て 記 述 し て い る よ う な 分

布 、 す な わ ち 、DU格 助 詞 、 NA格 助 詞 が 現 れ る と こ ろ で は 概 し てLA格 助 詞 も 現 れ る が 、

LA格 助 詞 の 現 れ る と こ ろ でDU格 助 詞 、 NA格 助 詞 が 現 れ る と は 限 ら な い と い うこ と が

正 しい とす れ ば 、 現 代 口 語 に お い てLA格 助 詞 がDU格 助 詞 、 NA格 助 詞 に 取 っ て 代 わ

る よ う に な っ た こ と も 不 思 議 で は な い 。LA格 助 詞 で 代 用 で き な いDU格 助 詞 、 NA格 助

詞 の み が 現 代 語 に お い て も残 存 し て い る とい う こ とで あ る16。

 以 上 の こ と か ら、LA類 格 助 詞 内 部 の そ れ ぞ れ の 相 違 点 に は 意 味 的 な も の の ほ か に 、

文 法 的 な 区 別 が あ る こ と が わ か る。

2.奪 格 的 なLA格

 本 節 で は 、LA格 助 詞 の 意 味 に つ い て 再 度 考 察 し て み よ う 。 以 下 の 観 察 か ら 、LA格

助 詞 は い わ ゆ る 与 格 よ り も 広 い 範 囲 を表 す こ と が わ か る 。

 LA格 助 詞 は 意 味 的 に 移 動 ・変 化 の 到 達 点 を 表 し 、 前 節 の 記 述 に お い て も 、LA格 助

詞 が 文 法 的 な 項 を 格 標 示 し て い る と は い え 、 そ れ が 付 加 さ れ た 名 詞 が 表 す 実 体 ・状

態 に 向 か っ て 移 動 ・変 化 す る と い う意 味 を 基 本 的 に 持 っ て い る と 考 え た 。 と こ ろ が 、

実 際 に は 起 点 を表 して い る よ うに 見 え るLA格 助 詞 が あ る 。 そ の 意 味 解 釈 と し て は 、

あ る 行 為 が 実 行 さ れ た 位 置 を 表 す と 考 え る こ と も 可 能 で あ る が 、LA格 が 到 達 点 を 表

す と い う こ と を 基 本 的 な 意 味 と して い る とす れ ば 、 こ こ で 示 さ れ る 起 点 の よ う な 用

法 は ま っ た く 矛 盾 す る と 言 わ ざ る を え な い 。 高 橋(1989a)で 示 し た が 、 チ ベ ソ ト語

は 意 味 機 能 に し た が っ て 格 形 式 を 選 択 し て い る 。 行 為 の 位 置 を 表 す 場 合 で も 移 動 の

起 点 とな る 場 合 は 奪 格 が 用 い ら れ る(例(21))。

 こ こ で 観 察 す るLA格 助 詞 の 使 用 は 、 LA格 助 詞 が た ん に 方 向 や 位 置 を 表 し て い る と

は 言 え な い 点 で 興 味 深 いw。

1ﾔNA格 助 詞 の 意 味 は
、 静 止 的 な位 置 を表 す と い うこ とで 比 較 的 明 確 で あ る。 現 代 語 で は 、

NA格 助 詞 だ け が使 わ れ る文 脈 は、 接 続 詞 と して 動 詞 に 付 加 され 仮 定 節 を 導 く場 合 だ け で あ

ろ う。 接 続 詞 的 な 用 法 で のLA格 助 詞 とNA格 助 詞 は 、 両 者 の意 味 の 違 い を反 映 し てい る と 考

え られ る が 、 そ の 分 析 は今 後 の課 題 で あ る。

17T
ournadre(1994)も 、 基本 的 にはLA格 助 詞 の使 用 は そ の 意 味 に した が っ て い る と主 張 す

る。
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 最 初 の 例 は 、Chang「 チ ベ ッ ト ・ ビー ル 」 の 原 料 をLA格 名 詞 で 表 し て い る 。 原 料

は 変 化 の 起 点 で あ る と言 え る 。

(15) ngas   nas  la/nas Chang  bzos・pa     yin/

私 一GIS大 麦 廴A/NASチ ャ ン 作 っ た ―PART VI

・私 は 大 麦 で チ ャ ン を 作 っ た

こ の よ うな 文 意 を 持 っ た 例 で は 、 原 料 を 表 す 名 詞 句 は 一 般 的 に 奪 格 が 期 待 さ れ る。

実 際 、NAS格 助 詞 を 使 っ て も 適 格 で あ る。

 次 の 例 で は 、nyan「 聴 く 」 と い う知 覚 動 詞 を 用 い て い る。 nyanはLA格 名 詞 を 取

っ て 、 「～ に 耳 を 傾 け る 」 と い う 意 味 に な る 。 次 の よ うに 目 的 語 と し て の 絶 対 格 名

詞 が な くLA格 名 詞 だ け が 現 れ る 場 合 は 、NAS格 助 詞 は 容 認 さ れ な い 。

(16) bkra-shis kyis bsod-narrs la/*nas nyan   song;

〈人 名>  GIS 〈人 名>  LA/NAS 聴 い たAuxV

・ タ シ は ソ ナ ム(の 言 つ て い る こ と)を 聴 い た

こ の 例 で は ㍉LA格 名 詞 は 注 意 を 向 け る 対 象 とい う意 味 し か 考 え られ な い で あ ろ う。

 し か し 、 次 の2例 で は そ の 解 釈 だ け が 正 し い とは 言 え な い 。

(17) 皿an-ngag ni  legs-ldan la gsan     no  zhes kyang 。・・

報 告   TOP〈 人 名>  LA聴 い た(h)SFM QT CONJ

・ 報 告 は レ グ デ ン か ら お 聞 き に な っ た と い う け れ ど も …  T∂ranatha:108 .6.

(18) bod‐skad   rgan・lags la nyan・pa   yin/

チ ベ ッ ト語 先 生(h) LA聴 く ―PART VI

・(私 は)チ ベ ッ ト語 を 先 生 か ら聴 い た 。

(17)(18)は 注 意 を 向 け る 方 向 をLA格 で 表 し て い る と も 言 え る が 、(15)と 同 様 に 、 LA

格 が 起 点 を 表 し て い る と も 考 え られ る 。Tsultrim Kelsang氏 の 判 断 に よ る と 、(17)で は

LA格 助 詞 を 使 う方 が 普 通 で あ る が 、LA格 助 詞 の 代 わ りにNAS格 助 詞 を 使 つ て も よ い 。

(17)(18)でNAS格 助 詞 を 使 え る 点 を 考 え る と、 実 際 に 聞 く 内 容 を 表 す 名 詞 が 絶 対 格

で 現 れ て い る 場 合 、LA格 助 詞 の 意 味 が 注 意 を 向 け る 対 象 を 表 し て い る と は 言 い に く

く な る 。

よ り具 体 的 な 起 点 を 表 す 名 詞 句 をLA格 で 表 す 動 詞 にgla「 借 り る 、 賃 借 りす る 」
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が あ る 。 文 型 と し て は 、 借 り手(す な わ ち受 け 手)が 行 為 者 と し てGIS格 で 、 貸 し

手(起 点)がLA格 で 、 そ し て 借 用 物 が 絶 対 格 で 表 さ れ る 。

(19) bkra―shis la rta 皿ang―po yod tsang ngas   bkra-shis la rta gcig 91as・pa    yin/

〈人名> LA馬 多 い  VE CONJ私 一GIS〈 人 名> LA馬 一 借 りた―PART VI

・ タ シ は た く さ ん の 馬 を 持 っ て い るの で 私 は タ シ か ら馬 を 一 頭 借 りた

こ こ で 用 い ら れ て い る 動 詞glaは 「賃 借 りす る 」 で あ る か ら 、 賃 借 料 と い う 点 か

ら 見 る と 金 銭 が 借 り手 か ら貸 し 手 へ 移 動 し て い る 。 す な わ ち 行 為 者 は 行 為 の 起 点 で

あ る と 同 時 に 賃 借 料 の 移 動 の 起 点 で あ り、 そ の 到 達 点 がLA格 で 表 さ れ て い る と 言 え

る と 思 わ れ る か も しれ な い 。 し か し 、 例 文 に あ る よ う に 移 動 物 は 絶 対 格 名 詞 で 表 さ

れ た 賃 借 さ れ る 対 象(「 馬 」)で あ り 、 賃 借 料 で は な い 。 チ ベ ッ ト語 が 常 に 意 味 的

な 要 因 で 格 助 詞 を 選 ん で い る とす れ ば 、 こ の よ う な 用 法 は 破 格 で あ る と言 わ ざ る を

え な い 。 さ ら に 、 次 の 例 を 見 て い た だ き た い 。

(20) nga la rku一 皿a shor   song/

私LA泥 棒 失 っ たAuxV

・私 は 盗 み に あ っ た

例 文(20)で は 、 意 味 と し て は 「被 害 」 を 受 け た わ け で あ る か ら受 動 的 な ニ ュ ア ン ス

が 感 じ ら れ る の でLA格 助 詞 を用 い て い る と も言 え る が 、 動 詞shorは 本 来 「失 う」

と い う 意 味 で 、 も と も と 離 脱 の 意 味 を 持 ち 、 し か も 、 過 去 の 助 動 詞 と して は 厂一 方

向 性 」1ﾘのsongが 用 い られ て い る の で 、 経 験 者 か ら 離 れ て い くニ ュ ア ン ス を 明

ら か に し て い る 。 (こ の 場 合 、 「+方 向 性 」 のbyungを 使 う こ と は で き な い 。)

し た が っ て 、 こ のLA格 助 詞 を 位 置 や 到 達 点 で あ る と 考 え る と 、 全 体 と し て は 矛 盾 に

満 ち た 意 味 構 造 を 考 え ざ る を え な く な っ て しま う。 ま た 、 こ の 例 で はLA格 助 詞 の 代

わ り にDU格 助 詞 を 使 う こ と が で き な い の で 、 第1節 で 見 た よ うに 、 こ のLA格 名 詞 は

統 語 的 な 位 置 に あ る こ と が わ か る 。

 な お 、 上 の 例 で 、LA格 を 位 置 格 と し て 「私 に お い て 盗 ま れ た 」 と い う解 釈 を 考 え

た と し て も 、 行 為 の 到 達 点 を 表 す は ず のLA格 助 詞 を 用 い る の は 奇 妙 で あ る 。 た と え

ば 、 次 の 例 で は 、 「塩 湖 」 にLA格 助 詞 で は な く 、NAS格 助 詞 が 用 い ら れ る。

18 武 内(1978)を 参 照 の こ と
。
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(21) bkra-shis kyis tshwa-mtsho nas/*la tshwa blangs・pa   red/

<人 名>  GIS 塩 湖    NAS/LA 塩  取 っ た 一PART VI

・ タ シ は 塩 湖 で 塩 を 取 っ た

す な わ ち 、 「取 る 」 と い う行 為 に よ っ て 移 動 す る 物 の 出 所 を 表 す た め に 奪 格 が 用 い

ら れ る 。tshwa-mtsho nas「 塩 湖 か ら」 と い うNAS格 助 詞 を 用 い た 表 現 の 方 が 、

「取 る 」 と い う行 為 の 場 所 を 表 す た め にLA格 助 詞 を 取 っ て 欝 加 ∂―mtsho la「 塩 湖

で 」 とす る よ り も 自 然 で あ るie。 と こ ろ が 、(20)で は 、 nga laに 対 してnga nas/I

asと い う よ う に 奪 格 を 用 い る こ と は で き な い 。 ま た 、1.1節 で も述 べ た よ う に 、L

A格 が 位 置 を 表 す 場 合 は 、 そ れ が 付 加 され る 名 詞 は 基 本 的 に 場 所 を 表 す 名 詞 で な け

れ ば な ら な い 。 そ の 点 で も 、 こ の 例 で 「私 に お い て 」 とい う解 釈 は 成 り 立 ち に く い 。

 次 の(22)は 、 あ る 少 女 か ら言 葉 を 引 き 出 そ う と い う こ と で あ る が 、 そ の 意 味 で は

「そ の 少 女 」 の 格 は 奪 格 で あ る こ と が 期 待 さ れ る 。 確 か に 、 イ ン フ ォ ー マ ン ト は

NAS格 助 詞 も 使 え る と判 断 し た 。 し か し、 実 際 に よ く 用 い ら れ る 格 はLA格 で あ る と

い つ。

(22) nga lung-pa'i phur  yod・pa'i  bu-mo de   la gtam-kha len  du 'gro …

私 谷 一GI  上 一LA VE-NML―GI少 女 そ れLA話   取 るDU行 く

・私 は 谷 の 上 に い る そ の 娘 に 話 を させ に 行 く      ro sgrung 7:20―8:1 .

(23) bu-mo des      gtam-kha mi  len・par     mo-rang gi Hang du song/

少 女 そ れ 一GIS話    NEG取 る ―NML-LA彼 女  GI中  DU AuxV

・そ の 娘 は 話 を せ ず 彼 女 自身 の 家 に 行 っ た   tO sgrung 9:15―6.

(22)のLA格 名 詞(bu-mo de la「 そ の 少 女 に 」)は'ﾟro「 行 くJの 目 的 地 を 表 す も

の で は な い 。 gro「 行 く 」 の 到 達 点 は 場 所 を 表 す 名 詞 が 用 い ら れ 、 日本 語 と 同 じ よ

うに 加 副ode'劦ts∂Ia「 そ の 娘 の と こ ろ に 」 と い う よ う に 人 間 で は な く 場 所 と

し て 明 示 し な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。(23)でGIS格 で 現 れ て い る 行 為 者 名 詞 が

(22)で はLA格 助 詞 を 取 っ て い る こ と に な る 。 す な わ ち 、(22)に お い てbu―//I dela

は1enに 対 す る 行 為 者 、 い わ ゆ る 意 味 上 の 主 語 に な っ て い る。(22)は 、 意 味 的 に

は 使 役 的 な ニ ュ ア ン ス を 持 っ て お り i u・deが 被 使 役 者 の 役 割 を 果 た し て い る の

だ が 、 そ の よ うな 使 役 の 意 味 を 保 証 す る語(た と え ば 、 使 役 動 詞)は 含 ま れ て い な

い 。

エ9 こ の よ う な 例 に つ い て は 高 橋(1989a)と 高 橋(1995)の 第1章 を 参 照 さ れ た い
。
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 以 上 、 こ こ に あ げ たLA格 助 詞 の 例 は 、 LA格 が 移 動 の 到 達 点 だ け を 表 し て い る の で

は な い こ と を 示 し て い る 。 確 か に 、 こ の よ うな 場 合 にLA格 が 用 い ら れ る と い う こ と

は 、 行 為 者 が 対 象 に 対 して 積 極 的 に 働 き か け て 、 必 要 と す る も の や 事 態 を 引 き 出 し

て い る と 解 釈 で き る か も しれ な い20。 し か し、 次 の 点 は 解 決 され な い 。

1)例(20)の よ う に 文 全 体 の 構 造 と し てLA格 助 詞 を 奪 格 的 に 解 釈 せ ざ る を 得 な

 い 例 が あ る 。

2)複 合 動 詞 で は 、 積 極 的 に 働 き か け て い る 対 象 が 移 動 ・変 化 の 主 体 の 時 に は

 LA格 助 詞 を 取 ら ず 、 絶 対 格 に な る。

3)次 節 で 見 る よ うに 使役 構 文 の 自動 詞 補 文 で は 被 使 役 者 はLA格 助詞 を使 い に

 くい 。

 あ る 種 の 行 為 に つ い て は 、 何 ら か の 対 象 物 の 移 動 を 伴 う。 た と え ば 、 「借 り る 」

の 場 合 に は 、 借 用 物 が 貸 し 手 か ら借 り手 に 移 動 す る 。 し か し 、 「借 り る 」 と い う行

為 は 借 り手 か ら貸 し手 に 向 か つ て 行 わ れ る行 為 で あ っ て 、 行 為 の 方 向 とそ れ に 伴 う

も の の 移 動 の 方 向 が 一 致 せ ず 、 正 反 対 で あ る 。 こ の と き 、 た と え ば 目本 語 で あ れ ば 、

「貸 し 手 」 に 対 し て 「～ に 」 と 「～ か ら 」 の 両 方 の 格 助 詞 が 使 え る の だ が 、 チ ベ ッ

ト語 の 場 合 、(16)～(20)で はLA格 助 詞 し か 許 され な か っ た 。 こ れ は 、 チ ベ ッ ト語 で

は 文 法 的 な 機 能 を 果 た す 項 に はLA格 助 詞 が 用 い ら れ る こ と を 示 して い る。

3.使 役 構 文 の 中 のLA類 格 助 詞

本 節 で は 、 使 役 構 文 中 に 用 い られ るLA類 格 助 詞 を 観 察 す る 。

格 桑(1982)は 次 の3種 の 使 役 構 文 を 提 示 して い る(本 稿 の 表 記 法 に 変 更 す る)。

(A) Vin+par byed

(B) V+la―don+'jug

(C)  Adj(stem) + la‐don + gtong

(A)のVinは 格 桑 の 用 語 で は 「不 自主 動 詞 」 、 筆 者 が 「無 意 志 動 詞 」 と 呼 ん で

い る も の で あ る 。 格 桑(1982)は あ げ て い な い が 、 格 桑(1987)はbyed「 す る 」 の 代

わ り にbzo「 作 る 」 も 使 え る こ と を 提 示 し て お り 、Tsultrim Kelsang氏 は 後 者 の

20 こ の 解 釈 に 従 え ば
、 行 為 者 か らの 働 き か け の な い 典 型 的 な 奪 格 と して はLA格 助 詞 を 使

えな い とい うこ とに な り、 例(21)でLA格 助 詞 を使 えな い こ と を説 明 で き る。 こ の解 釈 は 、

LA格 助 詞 の 基 本 的 な 意 味 に矛 盾 しな い の で た いへ ん魅 力 的 で あ る が 、本 文 で示 した よ うに

これ で は 解 釈 で きな い 例 も あ る。
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み を 容 認 す る 。 (B)は す べ て の 動 詞 に 対 し て 用 い う る 形 式 と し て あ げ られ て い る 。

(C)は 形 容 詞 語 幹 にLA類 格 助 詞 を 付 加 し て 構 成 す る 。 な お 、 (B) (C)のIa-

donは 格 桑(1982>で はLA類 格 助 詞 を 意 味 して い る が 、 の ち に 見 る よ うに 動 詞 に 付 加

さ れ る こ の 位 置 で は 実 際 に はDU格 助 詞 の み が 用 い られ る。 ま た 、 (B)の 丿ノμ8

は 「い れ る 」 、 (C)のgtongは 「送 る 」 と い う意 味 で あ る 。

 チ ベ ッ ト語 の 使 役 文 は 、 使 役 動 詞 が 主 動 詞 と な り 、 そ の 補 文 と して 被 使 役 者 の 動

作 ま た は 状 態 変 化 を 表 す 動 詞 句(本 稿 で は 、Snucの こ と 。3.1節 で も 言 及 す る)が

埋 め 込 ま れ て い る と 考 え られ る 。 使 役 構 文 に お け るLA類 格 助 詞 の 使 用 に つ い て は 、

次 の2点 に ま と め られ る 。 第1点 は(B)の 使 役 構 文 の 他 動 詞 補 文 に お い て は 被

使 役 者 がLA格 助 詞 で 格 標 示 され る こ と 、 第2点 は(B) (C)の 構 造 に お い て 動 詞

ま た は 形 容 詞 語 幹 に 付 くLA類 格 助 詞 と し て はDU格 助 詞 し か 用 い ら れ な い こ と で あ

るzi。 本 稿 で 考 察 し て い るLA類 格 助 詞 が 関 連 す る 使 役 文 は(B)と(C)の 構 文 で

あ る が 、 (A)の 構 造 の 特 徴 を 確 認 し た 上 で そ れ ら の 構 造 に つ い て 考 察 す る 。

3.1 無 意 志 動 詞 の 使 役 文

ま ず 、 (A)の タ イ プ の 使 役 構 文 に つ い て 見 る。

格 桑(1987)は 、 上 述 の よ う に 無 意 志 動 詞 の 使 役 文 に つ い て 次 の 構 造 を 提 示 し て い

る 。

(24) Vin + par byed/bzo

こ れ は 、 動 詞 を 名 詞 化 接 辞paに よ っ て 名 詞 化 し2z、 そ れ にLA格 助 詞 ―rを 加 え て 、

さ ら に 動 詞byed「 す る 」 ま た はbzo「 作 る 」 を 付 加 し た 構 造 に な っ て お り 、 直 接

的 に は 「～ が … す る よ うに す る 」 と い う意 味 を 表 す 。 こ の タ イ プ の 使 役 文 構 造

は 名 詞 化 接 辞paを 使 つ て い る の で 、 そ の 節 内 に あ る 項 の 格 助 詞 は 変 更 さ れ な い

(Takeuchi and Takahashi[1994]参 照)。

格 桑(1982:35)の 例 文 を 見 る 。

(25)a. nga-tsho'i las-don tan-tan 'grub-kyi     nedi

   私 ―PL―GI 仕 事  き っ と 完 成 す る ―PART VI

・私 た ち の 仕 事 は き っ と 完 成 す る だ ろ う

21 文 語 に は
、 動 詞 語 幹 に 付 い て 接 続 詞 的 に 用 い られ るLA格 助 詞 が あ る が 、 使 役 構 文 で 現

れ る もの と は タ イ プ が 異 な る。

zz名 詞 化 接 辞
paに は 、 音 韻 論 的 に条 件付 け られ た 異 形 態baが あ る 。
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b. nga-tshos 'bad-brtson-chen-pos las-don 'grub・par       byed dgos/

 私 ―PL―G工S一 生 懸 命 に     仕 事  完 成 す る一NML-LAす る 〈義 務 〉

・私 た ち は 一 生 懸 命 に 仕 事 が 完 成 す る よ う に し な け れ ば な ら な い

(25a)は 無 意 志 的 な 自 動 詞 を用 い た 非 使 役 文 で あ り 、(25b)が こ れ に 対 応 す る 使 役 文

で あ る 。(25a)で は 、 nga―tsho'i!as―donが 無 意 志 的 有 対 自 動 詞'grubの 主 語 で

あ る 。(25b)で は 、 や は りlas-donが'8■rubの 主 語 で あ る が 、 全 体 の 主 語 はnga―

tshosで あ り 、byedが 主 動 詞 で あ る 。 こ の よ うな 構 造 は 文 語 文 に は 比 較 的 よ く 見

られ る 。

 さ て 、 上 の 例 で は 、 補 文 に 無 意 志 的 な 自 動 詞 が 用 い ら れ て お り 、 そ の 主 語 は 本 来

絶 対 格 名 詞 で しか 現 れ な い の で 、 補 文 の 主 語 に な っ て い る の か 主 文 の 目的 語 に な っ

て い る の か を 判 断 で き な い と い う 問 題 が 生 じ る 。 し か し 、 (A)の タ イ プ の 構 造 に

つ い て よ り 興 味 深 い の は 、 名 詞 化 接 辞paに よ っ て 導 か れ る 名 詞 節 が 節 内 の 各 項 の

本 来 の 格 形 式 を 保 持 す る た め 、 他 動 詞 文 が 用 い られ る と き は 能 格 構 文 を 取 る と い う

点 で あ る 。 た と え ば 、 格 桑(1982:37)は 次 の(26b)の 例 を あ げ て い る 。

{26)a. gnas-tshul 'di  mi tshang-mas shes-kyi  red/

   状 況    こ れ 人 全 員 一GIS 知 る 一PART VI

・ こ の 状 況 を み ん な が 知 る

b. gnas-tshul 'di  mi tshang-mas shes・par    byed dgos;

 状 況   こ れ 人 全 員 ―GIS 知 る ―NML-LAす る 〈義 務 〉

・ こ の 状 況 は み ん な に 知 ら せ な け れ ば な ら な い

(26a)の よ う な 単 文 に お い てshes「 知 る 」 が 取 る 二 つ の 項 はG工S格 名 詞 と絶 対 格 名

詞 で あ る 。 そ し て 、(26b)に お い て も こ の 格 形 式 は そ れ ぞ れ の 項 で 保 持 さ れ て い る

こ と が わ か る 。 し た が っ て 、(26b)に は 名 詞 節 が 埋 め 込 ま れ て お り、 そ の 構 造 は 次

の よ う に 仮 定 で き るzs。

(27) [NP [snu。 gnas―tshu1 'd1 皿i tshang― 皿as shes]・pa]―r byed dgoS/

補 文 のSnucは 武 内(1978:78)で 提 案 さ れ た 構 造 で あ り 、 単 文 に お い て 中 核 的 な 部

分 を 構 成 す る 。 す な わ ち 、 「Snucは 、 文 の 表 す 事 態 の 部 分 、 い わ ば 、 文 の 基 本 内

23 
gnas―tshul'diに つ い て は 、 話 題 化 し てSnucの 外 に 出 て い る 可 能 性 が あ る が 、 こ こ

で は そ の 点 は 考 察 し な い 。
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容 を 示 す 部 分 」 で あ り 、 文 は 、Snucを 中 心 に 、 文 の 表 す 事 態 に 対 す る 話 し 手 の 態

度 を 表 すbiodus(法 的 な 要 素)やInt(疑 問)を 付 加 さ れ て 成 立 す る と され て い る。

こ こ で は 、Snucは 名 詞 化 接 辞P∂ を 付 加 され て 名 詞 節 に な っ て い る 。 す な わ ち 、

Modusを 表 す 助 動 詞 が 付 加 さ れ て い な い 文 の 中心 部 分 が 名 詞 化 さ れ た の で 格 形 式 が

変 更 さ れ な い の で あ る 。

格 桑(1982:37)は 、(26)と 並 行 し て(B)の タ イ プ の 次 の 例 も あ げ て い る 。

(28) gnas-tshul 'di  mi tshang-ma la shes su 'jug   dgos/Z°

状 況    こ れ 人 全 員   LA知 るDUさ せ る 〈義 務 〉

・こ の 状 況 は み ん な に 知 ら せ な け れ ば な らな い

(28)の 使 役 構 文 で は 、sbesが 取 る 項 の う ち(26a)でGIS格 名 詞 で あ っ た 項 がLA格 に

な っ て い る 。 す な わ ち 、 埋 め 込 ま れ た 動 詞 句 が も と の 格 形 式 を保 っ て い な い こ と に

な る 。 形 式 的 に は 、 主 動 詞 と してbyedで は な く 与 θgが 使 わ れ て い る ほ か 、 埋 め

込 み 文 を 導 く 標 識 が 、 上 の(26b)の 名 詞 化 接 辞paに 対 して 、DU格 助 詞 に な っ て い

る 。 次 の3.2節 で こ の 使 役 文 の 構 造 に つ い て 考 察 す る 。

3.2 被 使 役 者 の 格

こ こ で は 、 (B)の タ イ プ の 使 役 文 を 扱 う。

3.1節 の 最 後 で 触 れ た よ う に 、 名 詞 化 接 辞paを 使 っ た 使 役 構 文 で は 名 詞 節 内 の

格 形 式 は 変 更 され な い の に 、'ル8を 使 っ た 使 役 構 文 で は 被 使 役 者 名 詞 の 格 形 式 が

変 更 さ れ る 。

 V+DU+'jugと い う 構 造 を 取 る使 役 構 文 の'jugは 、 本 動 詞 と し て は 「入 れ る 」 と

い う意 味 で 用 い ら れ る 。 し た が っ て 、 使 役 構 文 も 「～ を ・一 に 入 れ る 」 と い う 意 味

が 本 来 あ っ た の で は な い か と 考 え られ る が 、 構 造 上 は 必 ず し も そ の よ う に 解 釈 さ れ

る よ う に な っ て い な い 。 次 の 例 を 見 て い た だ き た い 。(29a)が 自 動 詞 補 文 、(29b)が

他 動 詞 補 文 を 持 つ 使 役 文 で あ る。

(29)a. bkra-shis kyis nga lha-sa la 'gro ru bcug   byungi

   〈人 名>  GIS 私 ラ サ  LA行 く DUさ せ たAuxV

・ タ シ は 私 を ラ サ に 行 か せ た

b. ngas   khor  chu-'khor skor du bcug・pa    yini

 私 ―GIS彼 一LA水 車   回 すDUさ せ た ―PART VI

24T
sultrim Kelsang氏 に よ れ ば 、 shes suは/―shee rロ 、/と 発 音 さ れ る 。
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・私 は 彼 に 水 車 を 回 させ た

(29a)の 自 動 詞 補 文 を 持 つ 使 役 文 で は 、 nga「 私Jが 絶 対 格 で あ る の で 形 式 的 に は

bcug(pf.〈i皿pf.丿 知8)の 被 動 者 に な っ て い る と解 釈 で き る が 、(29b)の 他 動 詞

補 文 で はkho「 彼 」 はLA格 助 詞 を 取 っ て お り bcugの 被 動 者 に な っ て い る と は 考 え

に く い 。 こ の よ う に 、 使 役 構 文 に お い て は 、 埋 め 込 み 文 の 動 詞 が 自 動 詞 で あ る か 他

動 詞 で あ る か に よ っ て そ の 構 造 上 の 違 い が 現 れ る 。 自動 詞 補 文 の 被 使 役 者 は 概 し て

絶 対 格 の み が 許 され 、 他 動 詞 補 文 の 被 使 役 者 は 、 絶 対 格 も 許 さ れ る が 、 原 則 と して

LA格 に な る 。 以 下 で は 、 こ の 点 を 観 察 す る。

 動 詞 に 付 加 さ れ て い るDU格 助 詞 は 、LA格 助 詞 と 交 替 す る こ と は で き な い 。 こ の

点 に っ い て は 、 次 の3.3節 で 触 れ る こ と に な る。

3・2.1 自 動 詞 補 文

 ま ず 、補 文 の動 詞 が 自動詞 で あ る場 合 を見 て お く。 自動 詞 の 主 語 は通 常 絶 対 格 で

現れ 、使 役 構 文 の 中 に埋 め込 まれ た 場 合 も格 形 式 は変 更 され ない 。

(30) …   a― 皿a dang khong gnyis φ/*1a/*kyis 'thab tu 皿a―'jug    cig/

    母 DANG彼(h)2  φ/LA/GIS 争 う DU NEG― さ せ るIMP

・母 と彼 女 の 二 人 に 喧 嘩 を させ る な         ro sgrung 14:9-10 .

(31) bkra―shis kyis bsod-nams φ//*1a ngu  ru bcug   song/

〈人 名> GIS 〈人 名 〉  φ/LA 泣 くDUさ せ たAuxV

・ タ シ は ソ ナ ム を 泣 か せ た

(32) tikra-shis kyis bsod-nams ﾘ/*la slob-grwar yong du bcug   song/

〈人 名>  GIS 〈人 名 〉  φ/LA 学 校 ―LA  来 るDUさ せ たAuxV

・ タ シ は ソナ ム を 学 校 に 来 させ た

(30)は 命 令 文 で あ っ て 、 行 為 者 で あ る 使 役 者 は 表 面 に 現 れ ず 、 ∂―u.dang khong

8ηfゴ5「 母 と 彼 女 の 二 人 」 が 被 使 役 者 で あ る 。(31)のngu「 泣 く 」 は 意 志 動 詞 で あ

っ て 、 主 文 で は 行 為 者 がGIS格 助 詞 を 取 る 例 が あ る が 、 補 文 に お い て はGIS格 助 詞

もLA格 助 詞 も 用 い られ な い 。

た だ し 、 次 の よ う に 、LA格 で あ っ て も完 全 に は 不 適 格 に な ら な い 揚 合 が あ る 。
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(33) bkra-shiS kyis bsod―na皿S φ/?1a 'gro ru bcug。pa     red/

〈人 名>  G工S 〈人 名 〉  φ/LA 行 くDUさ せ た ―PART VI

・タ シ は ソ ナ ム に 行 か せ た

(34) bkra-shis kyis bsod―nams φ/?1a nang la Sdod du bcug   sQng/

〈人 名> GIS 〈人 名 〉 φ/LA 中 LA居 るDUさ せ たAuxV

・ タ シ は ソ ナ ム に 家 に い さ せ た

(35) bsod-nams kyis bkra-shis ﾘ/?la brag-logs kyi phag tu yib    tu bcug   song/

<人 名> GIS〈 人 名 〉 φ/LA岩  GI背 後DU隠 れ るDUさ せ たAuxV

・ ソ ナ ム は タ シ に 岩 の 後 ろ に 隠 れ させ た

(34)でLA格 助 詞 を 用 い る と 容 認 度 が 下 が る の に 対 し 、 補 文 に 同 じ 動 詞Sdodを 使 っ

て も 、 次 の よ うにLA格 を 適 格 で あ る と 容 認 す る こ と が あ る 。

(36) tshe-dbang gis bkra-shis φ/1a khang―pa 'di'i   nang la sdod du bcug・pa     red/

<人 名>  GIS〈 人 名〉 φ/LA建 物  これ―GI中 LA居 るDUさ せ た―PART VI

・ツ ェ ワ ン は タ シ に こ の 建 物 の 中 に い さ せ た

こ の 例 を 見 れ ば 、(33)～(35)の 場 合 にLA格 助 詞 が 適 格 と な ら な い ま で も 不 適 格 に な

ら な い 理 由 は 、 被 使 役 者 と 動 詞sdodの 問 に 他 の 要 素 が 入 っ て 、 両 者 の 距 離 が 遠 い

た め 、 被 使 役 者 で あ る こ と を 明 示 す る た め に 被 使 役 者 にLA格 助 詞 を 付 加 す る こ と が

で き る と 考 え ら れ る 。

 い ず れ に せ よ 、 使 役 文 が 自 動 詞 補 文 を持 つ と き は 、 被 使 役 者 名 詞 は 絶 対 格 に な る

の が 無 標 で あ る。

3.2.2 他 動 詞 補 文

次 に 、 補 文 に 他 動 詞 が 用 い ら れ る 場 合 に つ い て 見 る 。

3.2.1節 で 見 た よ うに 、 自 動 詞 補 文 で は 被 使 役 者 は 通 常 絶 対 格 に な る 。 こ れ ま で

の 研 究 に お い て は 、 他 動 詞 補 文 で も被 使 役 者 名 詞 が つ ね に 絶 対 格 で あ る か の よ う に

例 示 さ れ て き た 。 た と え ば 、 次 の 例 に お い て 被 使 役 者 名 詞 はG工S格 に な らず に 、 絶

対 格 で 現 れ る。

(37)a. bkra-shis kyis nga brdungs byungi

   〈人 名>  GIS 私 殴 っ た AuxV
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・ タ シ は 私 を 殴 っ た

b. bsod-nams kyis bkra-shis ﾘ/*kyis nga rdung du bcug   song/

 〈人 名>  GIS 〈人 名 〉  φ/GIS 私 殴 る DUさ せ たAuxV

・ ソ ナ ム は タ シ に 私 を 殴 らせ た

(38)a. ma-chen gyis g. yogs-po phag-pa gsod du bcug・pa     red/

   コ ッ クGIS召 使 い ―φ 豚  殺 すDUさ せ た 一PART VI

・コ ッ ク は 召 使 い に 豚 を 殺 させ た

(39)a. 皿a-chen gyis g. yogs-po kha―1ag bzo  ru bcug・pa     red/

   コ ッ ク GIS 召 使 い-φ 食 事  作 るDUさ せ た 一PART VI

・コ ッ ク は 召 使 い に 食 事 を 作 らせ た

(40)a. a-ma・lags kyis phru-gu chu skol   du bcug・pa     red/

   母(h)  GIS 子 供 一 φ 水 沸 か すDUさ せ た ―PART VI

・お 母 さ ん は 子 供 に 水 を沸 か さ せ た

 と こ ろ が 、 筆 者 の 調 査 で は 、 以 下 の よ うに 被 使 役 者 が 絶 対 格 と並 ん でLA格 助 詞 を

取 る 例 が 見 られ る 。

(41)a. ngas   yi-ge bris・pa     yin/

   私 ―GIS手 紙 書 い た 一PART VI

・私 は 手 紙 を 書 い た

b. bkra-shis kyis ngar  yi-ge 'bri ru bcug   byung;

 〈人 名>  GIS 私 ―LA手 紙 書 く DUさ せ たAuxV

・タ シ は 私 に 手 紙 を 書 か せ た

(37)c. bsod-nams kyis bkra-shis la nga rdung du bcug   song/

   <人 名>  GIS 〈人 名>  LA私 殴 る DUさ せ たAuxV

・ソ ナ ム は タ シ に 私 を 殴 らせ た

(38)b. ma-chen gyis g.yogs-po la phag-pa gsod du bcug・pa     red/

   コ ッ ク GIS召 使 い LA豚  殺 すDUさ せ た ―PART VI

・コ ッ ク は 召 使 い に 豚 を殺 さ せ た
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(39)b. ma-chen gyis g.yogs-po la kha-lag bzo  ru bcug・pa    red/

   コ ッ ク GIS 召 使 い  LA食 事  作 るDUさ せ た ―PART VI

・コ ッ ク は 召 使 い に 食 事 を 作 らせ た

(40)b. a-ma・lags kyis phru-gu la chu skol   du bcug・pa     red;

   母(h)  GIS 子 供  LA水 沸 か すDUさ せ た 一PART VI

・お 母 さ ん は 子 供 に 水 を 沸 か させ た

 こ の 点 に つ い て は 、 こ れ ま で 必 ず し も 明 確 に は 指 摘 され て い な い 。 Go!dstein

and Nornang(1970)やGoldstein(1991)が あ げ て い る 例 に お い て も 、 他 動 詞 補 文 に

お い て 被 使 役 者 が 絶 対 格 で 現 れ て い る し 、 物 語 な ど か ら 得 ら れ るデ ー タ に お い て も 、

使 役 文 に 被 使 役 者 が 明 示 され る例 は 少 な い が 、 現 れ て い る 場 合 は す べ て 絶 対 格 で 現

れ て お り、LA格 で 現 れ て い る も の は な い 。 しか し、 絶 対 格 で 現 れ る の は 構 造 上 の 問

題 で は な く 、 む し ろ 、 よ り 口 語 的 な 表 現 で あ る な ど の 文 体 的 問 題 が 関 わ っ て い る 可

能 性 が あ る 。

 た と え ば 、 次 の よ う に 、 補 文 が 他 動 詞 で あ りな が ら 、 被 使 役 者 にLA格 助 詞 を 付 加

す る こ とが 許 さ れ な い 例 が あ る 。

(42) bsod―nams kyis bkra-shis φ/?la bde―skyid la yi-ge gtong du bcug・pa    red/

〈人 名> GIS 〈人 名 〉  φ/LA 〈人 名> LA手 紙 送 る DUさ せ た一PART VI

・ ソ ナ ム は タ シ に デ キ ー に 手 紙 を 送 らせ た

(43) bkra―shis kyis bsod-na皿s φ/*1a ri la lta  ru bcug   song/

<人 名>  GIS 〈人 名 〉  φ//LA 山LA見 るDUさ せ たAuxV

・ タ シ は ソ ナ ム に 山 を 見 させ た

しか し、 こ れ ら は 、LA格 名 詞 が 二 つ 重 な る こ とが 文 体 的 に 嫌 わ れ て い る と い う 可 能

性 が 大 き い 。 た と え ば 、 次 の(44a)で は 、 被 使 役 者 名 詞 がLA格 助 詞 を 取 る と き に は

補 文 の 被 動 者 名 詞 は 絶 対 格 に な っ て お り、(44b)で は そ の 逆 に な っ て い る が 、 両 者

の 意 味 は 等 し い 。

(44)a. tikra-shis kyis bsod-nains la me-tog lta  ru beug   song;

   〈人 名>  GIS 〈人 名> LA花  見 るDUさ せ たAuxV

・タ シ は ソナ ム に 花 を 見 させ た
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b. bkra―shis kyis bsod―na皿s 皿e―tog la lta  ru bcug   song/

 〈人 名>  GIS 〈人 名 〉  花   LA見 るDUさ せ たAuxV

・(同 上)

Itaは 基 本 的 に 他 動 詞 で あ る の で 、(44a)の よ う にbsod-namsにLA格 助 詞 が 付 加 さ

れ る こ と が 期 待 さ れ る 。(44a)で は 、 目 的 語 と し て 絶 対 格 名 詞 を 取 っ た1ta「 見

る 」 が 埋 め 込 ま れ た と も 考 え る こ と が で き る が 、(44b)でbsod-nainsにLA格 助 詞

が 付 加 さ れ な い の は 、 た ん にLA格 助 詞 が 重 な っ て 現 れ る こ と を 嫌 う とい う文 体 的

な 問 題 を 考 慮 す る 必 要 が あ る こ と を 意 味 す る。

た だ し 、 次 の 例 の よ う にLA格 助 詞 が 連 続 的 に 現 れ る こ と が 許 さ れ る こ と も あ る 。

(45) bkra-shis kyis bsod-nams la sge'u-khungs nas phyi-logs la lta  ru bcug   song/

〈人名>  GIS 〈人 名>  LA窓      NAS外    LA見 るDUさ せ たAuxV

・ タ シ は ソ ナ ム に 窓 か ら外 を 見 させ た

(45)で は 、(44)と 比 べ て 、被 使 役 者 と 、Ita「 見 る 」 の 対 象 で あ るLA格 名 詞 と の 間

に 他 の 要 素 が 入 っ て お り、 文 中 に お け る 両 者 の 距 離 が 遠 い た め に 被 使 役 者 のLA格 助

詞 が 許 容 さ れ て い る よ うに 思 わ れ る。 こ れ は 、(36)の 自 動 詞 補 文 と 同 様 の こ と で あ

り 、LA格 助 詞 は 被 使 役 者 名 詞 を 明 示 す る た め の 手 段 と な っ て い る と考 え られ る。

 以 上 見 た よ う に 、 筆 者 の 調 査 で は 、 多 くの 場 合LA格 と 絶 対 格 の 両 方 が 許 され る。

さ らに 、 従 来 の 見 解 とは 異 な り 、 次 の 例 の よ う に 絶 対 格 が 容 認 さ れ な い こ と も あ る 。

(46) bsod―na皿s kyis bkra-shis la/*φ nor-bu brag gi 'og la sbad tu bcug   song/

〈人名>  GIS 〈人 名> LA/φ 宝 物 岩  GI下 LA隠 すDUさ せ たAuxV

・ ソ ナ ム は タ シ に 宝 物 を岩 の 下 に 隠 させ た

こ こ でLA格 助 詞 が 用 い ら れ る の は 、 被 動 作 者 を 明 示 す る た め で あ ろ う。

 し た が っ て 、 文 体 的 にLA格 に な っ た り絶 対 格 に な っ た り す る こ と は あ る が 、 原 則

と して は 、 他 動 詞 補 文 を 取 る使 役 文 の 被 使 役 者 名 詞 はLA格 助 詞 を 取 る と考 え られ る。

そ し て 、 被 使 役 者 名 詞 を標 示 す る こ のLA格 助 詞 は 、 DU格 助 詞 に 置 き 換 え る こ と が で

き な い 。

 3.2―1節 と3.2.2節 で の 観 察 か ら、 自 動 詞 補 文 で は 被 使 役 者 名 詞 が 絶 対 格 に な る の

に 対 し、 他 動 詞 補 文 で はLA格 助 詞 を 取 る こ と が 普 通 で あ る こ とが わ か る 。 補 文 の 行

為 者 名 詞 す な わ ち 被 使 役 者 名 詞 がGIS格 助 詞 を 取 れ ず 、 基 本 的 に はLA格 助 詞 を 取 る
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点 が 、 他 動 詞 補 文 に つ い て はGIS格 助 詞 を 取 る こ と が で き る 名 詞 化 接 辞paに よ る

(A)タ イ プ の 使 役 構 文 と の 大 き な 相 違 点 で あ る 。

 3.2節 で の 観 察 は 次 の よ う に ま と め ら れ る。

1)自 動 詞 補 文 の 被 使 役 者 は 絶 対 格 に な る 。 た だ し 、 自動 詞 補 文 に お い て も 、 と く

 に 被 使 役 者 を 明 示 し た い 場 合 はLA格 助 詞 が 用 い られ る こ と が あ る 。

2)他 動 詞 補 文 に お い て は 被 使 役 者 に はLA格 助 詞 が 付 加 さ れ る 。 た だ し 、 文 体 的 に

(た と え ば 口語 体 で)絶 対 格 が 好 ま れ る こ と が あ る 。

3.3 DU格 助 詞

 こ れ ま で 見 て き た よ うに 、LA格 助 詞 が 使 え 、DU格 助 詞 が 使 え な い 場 合 は 、 主 語 や

目的 語 な ど の よ う な 文 法 的 な 機 能 と 関 係 し て い た 。 そ れ に 対 し 、DU格 助 詞 が 使 え 、

LA格 助 詞 が 使 え な い 場 合 と して 、 使 役 文 の 補 文 の 動 詞 に 付 加 さ れ る も の が あ る 。

 (B)の タ イ プ の 使 役 文 で 補 文 に ～ 般 動 詞 を使 う も の は 、3.2節 で 見 た と お り で

あ る 。 そ こ で の 例 で は 、 い ず れ も 、 動 詞 の 語 幹 に 付 加 さ れ たDU格 助 詞 はLA格 助 詞 と

交 替 で き な い 。 た と え ば 、 次 の(47)の よ うな 例 が あ る 。

(47) bsod-na皿S kyis bkra-shis la nga rdung du/*1a bcug   song/

〈人 名>  GIS 〈人 名>  LA私 殴 る DU/LA さ せ たAuxV

・ ソ ナ ム は タ シ に 私 を 殴 らせ た

 DU格 助 詞 はLA類 格 助 詞 の 一 種 で あ る か ら 、3.2節 の 初 め に も 書 い た よ う に 、 も し

(B)タ イ プ の 使 役 構 文 が 「～ を … に 入 れ る 」 を 意 味 す る と 解 釈 され る と す れ

ば 、DU格 助 詞 は 「… に 」 に あ た る 部 分 を 表 して い る こ と に な ろ う。 上 で は 、 被 使

役 者 に 関 し て こ の 解 釈 が 成 り立 ち に くい と述 べ た 。 同 様 に 、 「… に 」 の 部 分 に つ

い て も 、 行 為 を 入 れ る 場 所 を 表 し て い る だ け な ら 、DU格 助 詞 の 代 わ りにLA格 助 詞 も

使 え る は ず で あ る が 、 実 際 に はLA格 助 詞 を 使 うこ と は で き な い 。 そ の こ と に よ り 、

こ こ で 使 用 さ れ るDU格 助 詞 は 意 味 的 な 機 能 で は な く 、 不 定 詞 補 文 を 導 く と い う よ う

な 文 法 的 な 機 能 を 果 た して い る と考 え る こ と が で き る。

 さ ら に 、 こ の よ う なDU格 助 詞 を 含 む 構 文 と して 、 格 桑(1982)が 示 し た 使 役 構 文 の

一 種 と し て 本 節 の 最 初 で 述 べ た(C)タ イ プ の 形 容 詞 の 語 幹 を 用 い る も の が あ る
。

し か し、 こ れ は 、 (C)が 特 別 の 構 文 で あ る とい う よ り は 、 主 文 の 動 詞 が 異 な っ て

い る だ け で 、 全 体 の 構 造 と し て は 、 (B)の 構 造 で 自 動 詞 補 文 を 取 っ て い る 場 合

(3.2.1節)と 同 ― で あ る と考 え る こ と が で き る。
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(48) tikra-shis kyis skog-bu chung  du/*la titang  song/

〈人 名>  GIS 紙   小 さ いDU/LA 送 っ たAuxV

・ タ シ は 紙 を小 さ く し た

こ の 文 で は 、btang・(pf.くi皿pf. gtong)が 主 動 詞 と し て 行 為 者 を 導 入 し、 全 体 で

は 他 動 詞 文 と な っ て い る 。 い ず れ に せ よ 、 形 容 詞 語 幹 は 状 態 を 表 す 自 動 詞 と 同 じ働

き を し て い る と 考 え られ る25。 し た が っ て 、 (B)と(C)の 使 役 文 は 、

(D) Vste皿+DU+Vc (Vcは 使 役 動 詞)

と書 き 換 え る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、Vste皿 に は 形 容 詞 語 幹 も 含 ま れ 、 Vcは

'刀
8とgtongで あ る 。 た だ し、 Tsultr血Kelsang氏 の 判 断 で は 、 Vcが'ノ び8の

と き はVと し て 形 容 詞 語 幹 は 用 い ら れ な い 。

 ま た 、 次 の 例 を 見 て い た だ き た い 。 形 容 詞 に 対 す る 使 役 文 と 同 様 の 構 造 を 持 っ て

い る が 、 こ れ ま で の と こ ろ 使 役 文 と し て は 扱 わ れ て い な い 。 し か し、 内 容 的 に は 使

役 の よ うな ニ ュ ア ン ス を 含 ん で い る 。

(49) bkra―shis kyis bsod―na皿s φ/?1a/*kyis stag gsod du ri la btang  song/

〈人 名>  GIS 〈人 名 〉  φ/LA/GIS  虎  殺 すDU山LA送 つ たAuxV

・ タ シ は ソナ ム を 虎 を 殺 し に 山 に 送 っ た

(49)を イ ン フ ォ ー マ ン トに 提 示 す る と 、 絶 対 格 の 被 使 役 者 名 詞 が 容 認 さ れ 、LA格 は

容 認 され な い 。 こ れ は 、blod―nainsがbtangの 目 的 語 で あ る と 解 釈 さ れ る か ら で

あ り 、'ル8を 用 い た 使 役 文 との 大 き な 違 い で あ る 。 し か し 、 提 示 の 仕 方 を か え る

と 、 絶 対 格 で あ る場 合 よ り容 認 度 は 低 い が 、bsod―HamsがLA格 に な る こ と も 許 容 さ

25 チ ベ ソ ト語 に お い て
、 動 詞 と形 容 詞 の形 態 的 な 相 違 点 は 、 動 詞 が 単 音節 で あ る の に 対

し、 形 容 詞 はpoま た はpaと い う接 尾 辞 を 取 る か 語 幹 の 重 複 に よ っ て2音 節 とな る点 に

あ る。 しか し、 形 容 詞 は 、 語 幹 の み で用 い られ る場 合 、 動詞 と 区別 す る手 段 は な く、 意 味

的 には 状 態 動 詞 と言 え る。 い わ ば 、動 詞 と形 容詞 は 「動 詞 類 」 と い うよ うな― つ の グル ー

プ に分 類 され う る。
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れ る こ と が あ る26。 使 役 的 な ニ ュ ア ン ス を 持 つ 構 文 と し て(D)の 構 造 が 一 般 的 に

有 効 で あ りそ う で あ る 。

 次 の(50)で は 、 主 動 詞 と して gro「 行 く」 (pf. phyin)が 用 い られ て い る(た

だ し 、 こ の 揚 合 は 無 意 志 動 詞 で あ る)。 む ろ ん 、 こ れ も 使 役 文 で は な く 、 自動 的 な

変 化 を 表 す 。

(50) gnas-tshul yag  to/*la phyin  song/

状 況    良 いDU/LA 行 っ たAuxV

・状 況 は 良 く な っ た

(50)は 、 形 容 詞 語 幹 にDU格 助 詞 を 付 加 す る こ とに よ っ て 単 文 構 造 で は な くな っ て い

る 。 形 容 詞 語 幹 は 動 詞 と 同 じ よ う に 機 能 す るか ら(註25参 照)、(50)の 構 造 は 使 役

構 文 で 動 詞 語 幹 にDU格 助 詞 が 付 加 す る の と類 似 して い る。 構 造 的 に は 、 例(48)の 使

役 構 文 の 動 詞gtong(pf, btang)を 'groに 換 え た だ け で あ る29。

 第2節 で は 、 例 文(22)を 奪 格 的 なLA格 助 詞 の 例 と し て あ げ た が 、 こ れ も 使 役 的 な

ニ ュ ア ン ス を 持 っ て お り、 こ こ で 見 て い る 構 造 と 同 じ機 能 を 持 っ て い る と 考 え られ

る 。 (主 動 詞 の groは(22)で は 意 志 動 詞 で あ っ た が 。)

 格 桑(1987:93)は 、 こ の よ う なDli格 助 詞 に つ い て 「以 形 容 詞 詞 根 作 補 語 時 、 l a類

格 助 詞 兼 表 変 化 結 果 和 程 度 。 」 す な わ ち 「形 容 詞 語 根 を 補 語 とす る と き 、LA類 格 助

詞 は 変 化 の 結 果 と程 度 を 表 す 。 」 と 述 べ て い る。 し か し 、 以 上 で 見 て き た よ う に

形 容 詞 語 幹 にDU格 助 詞 を 付 加 す る こ と に よ っ て で き た 使 役 文 の 構 造 も 、 動 詞 語 幹

2δ 次 の よ う に 例 文(49)の 一 部 だ け を 提 示 す る
。

(nl) bsod-naros ¢｡la/`kyis  stag gsod du

  〈人 名 〉  φ/LA/GIS  虎  殺 すDU

こ の 場 合 、 イ ン フォ ー マ ン トの 内 省 で は 、 お そ ら く使 役 文 を想 定 して い る と 考 え られ るが 、

ヤ・ず れ に して もgsad「 殺 す 」 の 行 為 者 と して 意 識 され る とLA格 助 詞 を 容 認 す る よ う に な

る こ と が わ か る 。

2i な お
、(n!)の よ う な 構 文 が あ り 、(50)と 同 様 の 意 味 を 表 し て い る 。

(nl) gnas-tshul yag-po Yong song;

状 況   良 い  来 たAuxV

・状 況 は 良 くな つ た

(n1)が ど の よ うな 構 造 を持 っ て い る かは 十 分 検 討 す る必 要 が あ る が 、 形 容 詞 述 部 の 拡 張 に

す ぎ ない と 考 え る こ とが で き る。
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にDU格 助 詞 を 付 加 し て 補 文 を 導 く使 役 文 の 構 造 と 同 じ で あ る28。

 こ こ で 見 て き たDU格 助 詞 は 名 詞 で は な く 形 容 詞 を 含 む 動 詞 類 に 付 加 さ れ て い る。

LA格 助 詞 やNA格 助 詞 が 接 続 詞 的 に 動 詞 に 付 加 さ れ る こ と が あ る が 、 そ れ ら に 前 接 す

る の は 文 で あ る と 考 え ら れ る の に 対 し 、DU格 助 詞 に 前 接 し て い る 部 分 が 少 な く と も

文 で な い こ と は 明 ら か で あ る 。DU格 助 詞 を 伴 っ た 動 詞 は 、 GIS格 の 行 為 者 を 取 る こ

と が で き ず 、 時 制 を 持 た な い 点 で 完 全 な 文 の 形 式 を保 っ て い な い と言 え る 。 こ こ で

は 、 そ れ を 「不 定 詞 」 と呼 ん で お く。

3.4 ま と め

 本 節 で は 、 使 役 文 の 中 で のLA類 格 助 詞(LA格 助 詞 とDU格 助 詞)の 機 能 に つ い て 考

え た 。 チ ベ ッ ト語 の 補 文 構 造 に つ い て は 従 来 名 詞 節 を観 察 す る こ とが 多 く 、 本 節 で

見 た よ う な 動 詞 の 「不 定 詞 」 を 用 い た 構 造 に つ い て は 、 言 及 さ れ る こ と が な か っ た 。

こ の よ うなr不 定 詞 構 造 」 が チ ベ ッ ト語 に あ る と 考 え る た め に は 関 連 す る 構 文 を 見

っ け 出 さ な け れ ば な ら な い 。

 そ の 上 で 、 全 体 の 構 造 を 明 確 に 示 す に は 、 さ ら に 根 拠 と な る 例 を あ げ な け れ ば な

ら な い が 、 少 な く と も 、 こ こ で はLA格 助 詞 やDU格 助 詞 の 分 布 が 異 な り、 そ れ ぞ れ 異

な っ た 文 法 的 な機 能 を 持 つ こ と を 示 す こ と が で き た と 思 う。

お わ り に

 本 稿 で は 、LA格 助 詞 に つ い て 高 橋(1989a)で 示 さ れ た よ う な 意 味 機 能 の ほ か に き

わ め て 文 法 的 な 機 能 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。LA格 助 詞 が 奪 格 的 な 意 味 を 表 す

用 法 に つ い て は 、 必 ず し も 文 法 的 機 能 とは 言 え な い が 、 そ れ が 文 法 的 機 能 に 連 な る

の で は な い か とい う こ と を 第2節 に お い て 示 し た 。GIS格 が 本 来 道 具 格 の 意 味 を 持

つ と 同 時 に 文 法 機 能 と し て の 能 格 現 象 に 関 与 し て い る こ と と 同 様 に 、LA格 助 詞 も そ

の 本 来 的 な 意 味 を 保 ち な が ら文 法 的 な 機 能 を 示 す 重 要 な 格 助 詞 で あ る と 考 え られ る 。

ま た 、3.3節 で の 観 察 か らDU格 助 詞 が 「不 定 詞 」 構 造 を 導 く 文 法 的 な 役 割 を 持 っ こ

と が わ か る 。 こ のDU格 助 詞 は 文 語 に お い てLA格 助 詞 と交 替 す る こ と が で き な か っ

た た め に 、 現 代 語 に お い て もLA格 助 詞 に 取 っ て 代 わ ら れ る こ と な く 使 用 され て い

る と考 え る こ と が で き る 。

28格 桑(1987)も
、 文 語 文 法 に お い てLA類 格 助詞 の 機 能 の 一 つ と さ れ る ゴθ―nyid「 同 体 、

同性 」 とい う項 目に一 般 動 詞 の使 役 文 を 含 め 、 形 容 詞 語 幹 を 使 う構 文 と同 一 の もの と して

扱 っ て い る 。 文 語 文 法 のde―nyidと い う分 類 が 、 本 稿 との 関連 で 何 を 意 味 す る か は 考 察

に値 す る。 今 後 の 課 題 で あ る。
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 Keenan and Comrie(1977:95)は 、(51)の よ う な 到 達 可 能 性 の 階 層(Accessibility

Hierarchy)を 提 示 し て 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。

 ..., it is shown that the  AH [Accessibility Hierarchy] is useful in the syntactic description of causative 

constructions, in particular synthetic causative formations, in a variety of languages. Summarizing the 

argument presented in the cited work, we may say that the syntactic position used to encode the causee 

of a causative construction (i.e. the individual caused to carry out some action) will be the highest 

position on the AH that is not already occupied.

(51) Accessibility Hierarchy (Keenan and Comrie[1977:66]) 

SU > DO > IO > OBL > GEN > OCOMP 

(SU = subject, DO = direct object, 10 = indirect object 

          OBL = oblique, GEN = genitive, OCOMP = object of comparison)

こ の 記 述 に よ れ ば 、 一 般 的 に 使 役 文 の 他 動 詞 補 文 に お け る 行 為 者 名 詞 は 、 主 文 の 行

為 者 が 主 語 、 補 文 の 被 動 者 が 直 接 目 的 語 で あ れ ば 、 間 接 目 的 語 に な る た め 、 与 格 を

付 与 さ れ る 可 能 性 が あ る と い う こ と に な る。 つ ま り 、 チ ベ ッ ト語 も他 動 詞 補 文 の 行

為 者 がLA格 助 詞 を 付 与 さ れ る 点 で こ の 類 型 論 的 傾 向 に 従 っ て い る こ と に な る 。

 し か し 、 与 格 の 機 能 は 、 一 般 的 に 見 て も か な り複 雑 で あ り、 チ ベ ッ ト語 に お い て

も さ ら に 検 討 を 要 す る 。 と く に 、LA類 格 助 詞 の 全 体 を 考 え る た め に は 、3.3節 で 見

たDU格 助 詞 だ け で は な く 、LA格 助 詞 やNA格 助 詞 が 動 詞 に 付 加 さ れ る 用 例 を 観 察 す る

必 要 が あ る 。 そ れ ら は 接 続 詞 的 に 用 い られ 、 意 味 的 に は 、LA格 助 詞 は 行 為 を 積 み 重

ね る よ う に 連 続 さ せ て い く 意 味 を 持 ち 、NA格 助 詞 は あ る行 為 の 範 囲 内 で 別 の 行 為 が

行 わ れ る こ と を 述 べ る 点 で 条 件 を 表 す と 思 わ れ る 。 構 造 的 に は 、3.3節 で 述 べ た よ

う に 、 両 者 に 前 接 す る 部 分 は 文 の 形 式 を 保 つ て い る と考 え ら れ る 。

 さ ら に 、 奪 格 助 詞 のlasやnasが!∂+S(LA格 助 詞 と 奪 格 を 表 す 一Sと の 組 み

合 わ せ)、na+S(NA格 助 詞 と ―Sと の 組 み 合 わ せ)で あ る と 説 明 さ れ る こ と が あ る

が 、 そ う で あ る な ら 、 な ぜdu+S(Dti格 助 詞 と ―Sと の 組 み 合 わ せ)が 形 成 さ れ な

か っ た か と い う こ と も 問 題 に な る 。 こ の 問 題 は 、LA格 助 詞 、 DU格 助 詞 、 NA格 助 詞 の

機 能 の 違iい を 反 映 し て い る 可 能 性 が あ る。 こ の 問 題 を 解 決 す る に は 、DU格 助 詞 の 分

布 が 現 代 語 で は 非 常 に 限 られ て い る た め 、 文 語 ・や 方 言 で のDU格 助 詞 の 分 布 を 研 究

す る 必 要 が あ ろ う。
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Grammatical Functions of LA Case Marker and DU Case Marker in Tibetan

Yoshiharu TAKAHASHI

 The studies on the case markers in Tibetan have centered around the GIS Case Marker, 

because of its role in ergative constructions. However, there have been only a few studies 

on other case markers. In my previous studies, I have made clear that the LA Case Marker 

indicates the direction or the goal of movement and change, and that it is used according 

to its meaning. Its grammatical functions, however, have not been explained well.

 In this paper, I treat the grammatical functions of the LA Case Marker and the DU Case 
Marker. First, I show that both the LA Case Marker and the DU Case Marker express 
the location of existence, action, and the direction of movement and change. The LA Case 
Marker can also indicate a dative subject and a dative object while the DU Case Marker 
cannot. Thus, although the nouns in dative subject and object express the direction or the 

goal of moving and changing,  only the LA Case Maker can be used. In other words, the 
LA Case Marker, but not the DU Case Marker, is used for arguments with grammatical 
function.
 Second, the LA Case Marker is used for expressing the meaning which may be called 

ablative. For example, in a sentence like `I borrowed a horse from Tashi', the LA Case 
Marker is used in the phrase `from Tashi'. The exact function of the case marker in this 
usage is elusive, but I suggest that it may be correlated with the usage treated in the next 
section.
 Third, in section 3, I treat the causative constructions. In causative sentences, the causee 

is case marked differently according to the type of embedded clause. When the embedded 

verb is intransitive, the causee takes no case marker, that is, it appears in the absolutive 

case. On the other hand, when the embedded verb is transitive, the causee can take only 

the LA Case Marker and not the DU Case Marker, and the DU Case Marker is attached 

to the embedded verb.
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